
明
治
時
代
の
国
家
目
標
が
「
独
立
と
西
欧
列
強
と
の
平
等
」
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
大
正
期
は
「
目
標
の
模
索
と
近
代
化
」
、
そ
し
て

昭
和
の
前
期
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
」
で
あ
っ
た
。
国
内
的
に

は
、
経
済
恐
慌
に
よ
っ
て
昭
和
の
幕
が
開
き
、
満
州
事
変
を
経
て
日

中
十
五
年
戦
争
へ
と
突
入
す
る
。
最
後
は
国
土
の
大
半
が
焼
土
と
化

し
、
原
爆
の
投
下
で
悪
夢
の
よ
う
な
第
二
次
大
戦
を
終
わ
り
、
米
軍

占
領
下
の
昭
和
後
期
へ
と
続
く
。

戦
争
遂
行
の
た
め
の
重
要
国
策
と
、
労
働
衛
生
対
策
の
関
連
を
追

っ
て
象
た
い
・

一
、
国
家
総
動
員
法
と
戦
時
特
例

昭
和
十
三
年
「
戦
時
に
際
し
、
国
防
目
的
達
成
の
為
、
国
の
全
力

を
最
も
有
効
に
発
揮
せ
し
む
る
様
、
人
的
及
物
的
資
源
を
統
制
運
用

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
同
法

第
六
条
に
規
定
す
る
「
政
府
は
戦
時
に
際
し
国
家
総
動
員
上
必
要
あ

昭
和
前
期
の
労
働
衛
生
史

乾
修
然

る
と
き
は
勅
令
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
よ
り
従
業
員
の
使
用
．
雇
入
若

は
解
雇
又
は
賃
金
そ
の
他
の
従
業
条
件
に
付
必
要
な
る
命
令
を
為
す

こ
と
を
得
」
並
び
に
同
法
七
条
に
規
定
す
る
「
労
働
争
議
に
関
す
る

行
為
の
制
限
若
は
禁
止
を
為
す
こ
と
を
得
」
の
二
条
文
の
も
の
に
、

各
種
の
労
働
行
政
法
は
集
約
・
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
法
に

基
づ
く
戦
時
特
例
は
次
の
通
り
。

㈹
工
場
就
業
時
間
制
限
令
（
昭
一
四
・
三
・
三
一
）

㈲
女
子
坑
内
就
業
に
関
す
る
鉱
夫
労
災
扶
助
規
制
第
二
条
第

一
項
の
特
例
（
昭
一
四
・
八
・
二
九
）

㈲
賃
金
臨
時
措
置
令
（
昭
一
四
・
一
○
・
一
八
）

㈲
賃
金
統
制
令
（
昭
一
五
・
一
○
・
一
六
）

㈱
戦
時
緊
急
対
策
に
関
す
る
件
（
昭
一
六
・
一
二
・
二
○
）

㈲
戦
時
国
民
動
員
態
勢
の
整
備
強
化
（
昭
一
七
・
八
・
一
五
）

㈹
勤
労
管
理
基
本
方
策
の
確
立
（
昭
一
七
・
九
・
一
○
）

㈱
生
産
増
強
基
本
方
策
の
確
立
（
昭
一
八
・
一
・
二
○
）

側
工
場
法
戦
時
特
例
（
昭
一
八
・
六
・
一
五
）

脚
決
戦
非
常
措
置
要
綱
（
昭
一
九
・
二
・
二
五
）

帥
勤
労
昂
揚
方
策
要
綱
（
昭
一
九
・
三
・
一
八
）

二
、
産
業
報
国
会
と
労
働
組
合
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昭
和
十
五
年
十
一
月
「
国
体
の
本
義
に
徹
し
全
産
業
一
体
報
国
の

実
を
あ
げ
以
て
皇
運
を
扶
翼
し
奉
ら
ん
こ
と
を
期
す
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
大
日
本
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
に
は
全

国
の
産
業
報
国
会
の
数
は
八
六
、
七
一
四
（
事
業
数
一
六
四
、
六
三
七
、

全
員
数
五
、
五
二
二
、
二
八
○
）
を
か
ぞ
え
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
先

立
ち
、
労
働
組
合
は
政
府
の
露
骨
な
強
圧
を
受
け
て
、
あ
る
い
は
国

家
主
義
化
、
あ
る
い
は
自
主
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

三
、
国
民
体
位
の
低
下

政
府
は
国
防
的
見
地
か
ら
、
国
民
の
体
位
の
低
下
に
つ
い
て
格
別

の
配
慮
を
行
っ
た
が
、
そ
の
施
策
は
次
の
通
り
。

㈹
日
本
産
業
衛
生
協
会
に
対
す
る
社
会
局
長
の
諮
問
と
答
申

（
昭
八
・
二
．
）

㈲
「
衛
生
省
設
立
の
急
務
に
つ
い
て
」
陸
軍
省（
昭
二
・
七
．
）

例
第
一
回
結
核
予
防
運
動
振
興
週
間
（
昭
二
・
一
○
・
二
○
）

目
女
子
保
護
法
公
布
（
昭
二
一
・
三
・
三
一
）

㈱
保
健
所
法
公
布
（
昭
一
二
・
四
・
五
）

㈲
厚
生
省
設
置
（
昭
一
三
・
一
・
二
）

㈹
全
国
健
康
週
間
実
施
（
昭
二
二
・
五
・
）

㈱
国
民
健
康
保
険
法
公
布
（
昭
二
一
・
五
・
四
）

帆
体
力
章
検
定
制
度
（
昭
一
四
・
一
○
．
）

㈲
国
民
体
力
法
公
布
（
昭
一
五
・
四
・
八
）

㈱
国
民
優
生
法
公
布
（
昭
一
五
・
五
・
一
）

四
、
工
場
法
の
改
正

労
働
三
法
の
う
ち
、
工
場
法
は
明
治
四
十
四
年
に
制
定
さ
れ
る
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
相
を
反
映
し
て
、
大
正
十
二
年
に
労
働
者

保
護
の
観
点
か
ら
大
改
正
が
行
わ
れ
、
関
係
規
則
が
整
備
さ
れ
た
。

昭
和
前
期
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
年
に
寄
宿
舎
規
則
が
制
定
さ

れ
、
寄
宿
舎
で
の
安
全
衛
生
基
準
の
向
上
が
は
か
ら
れ
、
さ
ら
に
昭

和
四
年
工
場
危
害
予
防
及
衛
生
規
則
の
制
定
に
よ
っ
て
工
場
の
安
全

衛
生
基
準
の
確
保
が
は
か
ら
れ
、
続
い
て
昭
和
十
年
工
場
法
の
一
部

改
正
に
よ
っ
て
業
務
上
災
害
の
補
償
基
準
の
向
上
が
は
か
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
法
改
正
以
降
は
、
戦
時
下
の
労
働
政
策
と
し
て

国
家
総
動
員
法
の
統
制
下
に
お
か
れ
労
働
者
保
護
法
と
し
て
の
使
命

は
絶
た
れ
た
。
改
正
の
経
過
は
次
の
通
り
。

㈹
工
場
法
制
定
（
明
四
四
・
三
・
二
九
）

㈲
工
場
法
施
行
令
公
布
（
大
五
・
八
・
三
）

㈲
工
場
法
施
行
規
則
公
布
（
大
五
・
八
・
三
）
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(ﾄ）㈹㈹（二）

鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
公
布

工
業
労
働
者
最
低
年
齢
法

工
場
附
属
寄
宿
舎
規
則

工
場
危
害
予
防
及
衛
生
規
則

（
大
五
・
八
・
三
）

（
大
一
二
・
三
・
二
九
）

（
昭
二
・
四
・
六
）

（
昭
四
・
六
・
二
○
）

（
京
都
工
場
保
健
会
）

日
本
の
夏
の
気
候
は
高
温
高
湿
で
あ
る
関
係
で
、
戸
外
の
日
光
直

射
の
農
作
業
、
林
業
労
働
な
ど
は
当
然
、
か
な
り
暑
熱
の
環
境
下
の

労
働
だ
っ
た
。

そ
の
他
、
熱
源
の
あ
る
職
場
、
た
と
え
ば
陶
器
、
炭
焼
な
ど
も
暑

熱
の
職
場
だ
っ
た
し
、
鉱
山
の
金
属
精
錬
も
徳
川
時
代
か
ら
、
そ
の

熱
源
は
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
熱
を
防
ぐ
工
夫
の
い
く
つ
か
が

す
で
に
ゑ
ら
れ
た
程
で
あ
る
。

た
と
え
ば
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
刊
で
平
瀬
徹
斎
編
む
と
こ
ろ

の
「
日
本
山
海
名
物
図
会
」
の
巻
之
一
、
金
銀
銅
鉄
山
の
部
に
銅
山

床
屋
の
図
が
あ
る
。
今
な
ら
熔
鉱
炉
前
作
業
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
炉

前
の
吹
大
工
（
熔
鉱
炉
工
）
は
体
に
む
し
ろ
を
か
け
て
い
る
。

こ
ろ
も
む
し
ろ

こ
れ
は
防
熱
用
の
も
の
で
、
衣
莚
と
よ
ば
れ
た
。

享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
に
住
友
家
の
刊
行
し
た
「
鼓
銅
図
録
」

に
も
別
子
銅
山
の
坑
内
作
業
か
ら
、
選
鉱
作
業
、
精
錬
作
業
が
描
か

日
本
の
高
温
労
働
環
境
の
歴
史

三
浦
豊
彦
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